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※ 「不安に感じる犯罪」とは、自転車盗、車上ねらい、器物損壊等、侵入強盗、
侵入窃盗、住居侵入、不同意性交等、不同意わいせつの８罪種です。

● 空き巣の被害に遭わないために、外出

時には、家にある全ての出入口や窓に鍵

を掛け、合鍵はポストや植木鉢の下に置

かず適切に管理する。

● 火災を防止するために、寝たばこは絶

対にせず、ストーブは燃えやすいものか

ら離れた場所で使用する。

● 飲酒運転をしないために、お酒を飲む

時は車で会場に行かない、車で会場に行

かなければならない場合は、帰りは必ず

運転代行サービスを利用する。

皆さんも、自分ができる防犯対策等を講

じて、安全安心な年末年始を迎えましょう。

ちょっと教えて！！

減らそう犯罪情報官
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子供・女性・高齢者被害の刑法犯認知件数
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特殊詐欺の被害額

「年末年始に注意すべきこと」

まちの ボランティア

【三原】三原市防犯連合会

三原市防犯連合会は、昭和35年に発足し、約

130名の会員で活動しています。

長期間にわたり､夜間パトロール・街頭防犯

キャンペーンを継続してきたほか、少年健全育

成活動にも尽力する

など、幅広く積極的

に活動を行っており、

地域住民の安全安心

に大きく寄与してい

ます。

【廿日市】廿日市地域まちづくり協議会

廿日市地域まちづくり協議会は、平成14年に

発足し、52名の会員で活動しています。

毎日、登校時に通学路の18か所、下校時には

５か所に立ち、小学生や中学生のみならず、通

勤中の方々にもあい

さつや声かけを実施

するなど、廿日市の

安全を見守る防犯活

動を積極的に行って

います。
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11月30日、県庁東館において、委員等

26名出席のもと、第22回広島県「減らそ

う犯罪」推進会議を開催しました。

会議では、警察本部から「広島県内の犯

罪情勢」や「『減らそう犯罪』第５期ひろ

しまアクション・プランの取組状況」につ

いて説明後、「来年の取組方向」について

審議を行い、全会一致で承認されました。

第22回広島県「減らそう犯罪」推進会議の開催

今すぐアクセス！県警ホームページはこちら⇨https://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/police

「減らそう犯罪」
第５期ひろしまアクション・プラン

令和３(２０２１)年～令和７(２０２５)年

住む人 来る人 誰もが
日本一の安全安心を実感できる広島県の実現運動目標

重点項目

● 不安に感じる犯罪の抑止
● 子供・女性・高齢者等の安全確保
● 特殊詐欺被害の抑止
● インターネット利用犯罪被害の防止

オトモポリスのダウンロードは
こちらから

90,000
ダウンロード！

App Store Google Play

主な発言 ※会議資料や発言要録は、後日、県警ホームページに掲載します。

１ 不安に感じる犯罪の抑止

〇防犯カメラの設置促進

〇施錠意識向上施策の推進

３ 特殊詐欺被害の抑止

〇固定・携帯電話対策の推進

２ 子供・女性・高齢者等の安全確保

〇防犯ボランティア団体の活動の活性化

〇県民・事業者による「ながら見守り」の推進

４ インターネット利用犯罪被害の防止

〇防犯講習会の開催及び参加促進

〇情報発信・最新手口の共有

久保委員代理（広島県老人クラブ連合会事務局長）

女性委員会の活動として、特殊詐欺被

害防止の寸劇のＤＶＤを自作し、県下の

老人クラブ等に提供している。シナリオ

作成や演技も委員自身で行い、身近な形

で御覧いただける内容となっている。

嶋村委員（広島修道大学）

学生防犯ボランティア「スリーアロー

ズ」に所属し、小学生を対象とした見守

り活動、特殊詐欺をテーマにした防犯寸

劇、ランニングパトロール等を実施して

いる。今後も犯罪抑止に貢献したい。

小川委員（大阪経済法科大学教授）

犯罪の加害者にも被害者にもなる可能

性が非常に高まっている。対象になる人

の特性に合わせた情報提供（ＳＮＳやイ

ンターネットの活用）や取組を行うこと

が重要になる。

橋本委員（広島県ＰＴＡ連合会会長）

地域力を上げて安全安心なまちづくり

をする上で、ＰＴＡも含めた地域の方の

力も必要となる。地域活動や町内会活動

などのコミュニティ活動の繋がりが、犯

罪から子供たちを守る環境に繋がる。


